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雨雨にも負けずにも負けず！！
７００人が７００人が
新緑の新緑の奥川奥川路路
をを力力走！走！

今今

第44回奥川健康マラソン大会

44th  OKUGAWA-KENKOU44th  OKUGAWA-KENKOU
MARATHON  2019MARATHON  2019

町内選手が大町内選手が大活活躍 ！！躍 ！！
各部門・町内選手入賞者一覧［敬称略］各部門・町内選手入賞者一覧［敬称略］

年
で
第
44
回
を
迎
え
る
伝
統

の
奥
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
、
６
月
16
日
、
奥
川
み
ら

P h o t o  g a l l e r y   第 4 4 回奥川健康マラソン大会フォトギャラリー

い
交
流
館
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
集
結
し
た
ラ
ン
ナ
ー
約
７
０
０
人

が
、
雨
の
中
、
自
然
豊
か
な
奥
川
路
を
駆

け
抜
け
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
天
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
沿
道
か
ら
送
ら
れ
る
熱
い
声
援

を
背
に
、
選
手
ら
は
雨
に
も
負
け
る
こ
と

な
く
力
走
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

全
17
部
門
で
行
わ
れ
た
レ
ー
ス
で
は
、

町
内
出
場
選
手
が
大
活
躍
し
、
高
校
・
一

般
男
子
５
㌔
の
部
門
で
伊
藤
亜あ

ぐ

り

久
里
さ
ん

が
２
連
覇
を
達
成
し
、
小
学
３
・
４
年
生

男
子
２
㌔
の
部
門
で
は
齋
藤
煌こ
う
す
け介

さ
ん
が

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。　←親子２㌔の部門に

出場した矢部佳宏さ
んと日

ひま り

鞠さんが元気
いっぱいに選手宣誓
を行いました。

中学男子
５㌔　６位
三留  拓真

（ふくしま駅伝西会津町チーム）

中学男子
５㌔　10 位
鈴木  俊哲

（ふくしま駅伝西会津町チーム）

親子
２㌔　３位

齋藤 正利・大我
（西会津小）

40 歳以上女子
５㌔　８位
井上  貴子
（会津楽走会）

小学３・４年男子
２㌔　１位
齋藤  煌介

（西会津キッズランニングクラブ）

小学３・４年女子
２㌔　７位
小柴  望愛

（西会津キッズランニングクラブ）

40 歳代男子
10㌔　９位
雅楽川  隼人

（ふくしま駅伝西会津町チーム）

小学５・６年女子
２㌔　７位
簗田  ゆりな
（西会津小）

高校・一般男子
５㌔　１位
伊藤  亜久里

（ふくしま駅伝西会津町チーム）

高校・一般男子
５㌔　３位
大場  悠

（西会津町役場）

中学女子
３㌔　９位
橋谷田 真緒

（ふくしま駅伝西会津町チーム）



児童がイキイキと躍動！ 令和最初の大運動会 

西会津小学校 大運動会   元気いっぱいに開催 ! !
　

５
月
25
日
、
令
和
元
年
度
の
西

会
津
小
学
校
大
運
動
会
が
開
か
れ
、

会
場
の
西
会
津
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
は
児
童
ら
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の
笑
顔
と
保
護
者
ら
の
歓
声
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　

雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、「
令
和

へ
の 

バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う 

西
小
っ

子
！
」（
６
年
１
組 

渡
部
咲さ
り
い依
さ

ん
作
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ

れ
た
大
運
動
会
は
、
１
年
生
代
表

に
よ
る
元
気
な
開
式
の
言
葉
で
幕

を
開
け
、
６
年
生
代
表
の
誓
い
の

言
葉
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
競

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

徒
競
走
や
紅
白
玉
入
れ
、
騎
馬

戦
な
ど
の
定
番
の
競
技
の
ほ
か
、

運
に
よ
り
着
順
が
左
右
さ
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
競
技
や
保
護
者
と
児
童

が
力
を
合
わ
せ
て
行
う
競
技
、
応

援
合
戦
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

た
く
さ
ん
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
学
年
の
紅
白
リ
レ
ー
で
は

こ
の
日
一
番
の
歓
声
が
上
が
り
、

白
熱
し
た
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

４・
５・
６
年
生
に
よ
る
鼓
笛
隊
の

パ
レ
ー
ド
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え

た
今
年
の
運
動
会
は
、
紅
組
が
勝

利
し
、
２
年
生
代
表
に
よ
る
閉
式

の
言
葉
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　国内外の往年の名車や旧車などが集う東北最大
級のクラシックカーイベント「西会津なつかし
car ショー 2019」が５月 26日、さゆり公園で開
かれ、多くのクラシックカー愛好家が訪れました。
　会場には、1930 年式のＡ型フォードや 1968
年式のポルシェ 911S など約 200台の貴重で珍し
いクラシックカーやスーパーカーが並び、さらに
今年は、初代クラウン（1962年式）と 15代目新
型クラウン（2018 年式）が福島トヨタの協力で
特別展示されました。
　来場者は会場内に並ぶクラシックカーをカメラ
に収めたり、車体やエンジンルーム、車内を眺め
たり、車のオーナーに話を聞いたりしながら、思
い思いにクラシックカーの魅力に触れていました。

　５月 18日、「第 14回心と身体の健康ウォーク
in 大山」が開催され、約200人の参加者が新緑に
囲まれた大山杉並木参道を散策しました。
　このイベントは中野区むらおこし実行委員会と
中野区の主催で毎年行われており、大山祇神社脇
の駐車場をスタートし、約４キロ先の大山祇神社
本社を目指すウォーキングイベントです。
　本社までの参道は「ふくしまの遊歩道 50 選」
や「ふくしま緑の百景」に選ばれており、道中に
は不動滝や弥作の滝、樹齢 400年の杉並木参道な
どの名所があり、参加者は爽やかな新緑の中、自
然の美しさを全身で感じながら、本社を目指して
いました。本社前では昼食が用意され、参加者は
体を休めながら、実行委員の皆さんが振る舞う手
打ちそばや餅、豚汁などを味わいました。

約 200台の貴重なクラシックカーが大集合！

なつかし car ショー 盛大に開催

新緑の中、心と身体をリフレッシュ！

大山杉並木を 200人が散策！

↑ 1968年式 ポルシェ 911S ↑ 1930年式 Ａ型フォード
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　６月２日、「安座おとめゆり祭り」が同地区のオ
トメユリ群生地および集会場で開かれました。
　安座自治区と安座村おこし有志会、安座蕎麦打
ち愛好会が協力し毎年開催している本イベントに
は、今年も多くの観光客が訪れ、観光客らは群生
地一面に咲き誇る約 30万株の淡いピンク色のオ
トメユリの花に見入っていました。
　この日は、にしあいづ観光クルーの撮影会も行
われたほか、オトメユリの保護活動の支援をして
いる埼玉女子短期大学の学生らも駆け付け、ボラ
ンティアスタッフとして祭りを盛り上げました。

　首都圏在住の町出身者で組織する在京西会津会
の第37回総会が５月18日、東京都内で開かれま
した。同会は、西会津の発展を願う会員同士の絆
を深める活動を行っています。
　総会では、新田興助会長があいさつし、薄町長
ら町関係者が町の近況を報告した後、大阪商業大
学の田﨑公司准教授が「奥川の再発見～宮城家の
人々を中心として～」を演題に講演を行いました。
　講演後は創作和太鼓に取り組む「大山さゆり太
鼓」による勇壮な演奏が披露され、総会に華を添
えました。その後の懇親会では、約 140人の出席
者の皆さんが、郷土料理を味わいながら和やかに
親睦を深めました。

町の花 オトメユリ 約 30万株が咲き誇る

安座地区でおとめゆり祭り 開催

古里の発展願い

在京西会津会 総会開催

町内を歩きながら学ぶ 西会津高校の学年行事

「歩く・学ぶ・西会津」を実施
　西会津高校の学校行事「歩く・学ぶ・西会津」
が５月 17 日に行われました。
　地域理解と体力づくりを組み合わせた西高のユ
ニークな学年行事は、毎年この時期に行われてお
り、本年度は、野沢・尾野本地区の寺社や史跡を
歩いて巡り、要所要所で講師の田崎敬修氏の解説
を聞きながら、町の歴史について学びました。生
徒らは全 12㌔の行程を元気に歩きながら、町の
歴史に触れていました。
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＆

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

会
津
大
学
と
の
連
携
に
関
す
る
基

本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て 

―
―

　

会
津
大
学
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
事
業
へ
の
助
言
を
は

じ
め
、
多
分
野
に
わ
た
っ
て
連
携

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
、
人
材
育
成
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
地
域
の
産
業
振
興
お
よ
び

相
互
交
流
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
６
月
下
旬
に
連
携
に
関
す

る
協
定
を
締
結
す
る
方
向
で
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
の
締
結
を
契
機
と
し

て
、
会
津
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
７
日
か
ら
12
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
元
年
第
４
回
町

議
会
定
例
会
で
は
、条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
、

町
政
に
お
い
て
当
面
す
る
重
要
な
議
案
９
件
お
よ
び
報
告
４
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議

案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

議
案
９
件
、
報
告
４
件
を
審
議

６
月
町
議
会
定
例
会
報
告

出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
野
生
コ

シ
ア
ブ
ラ
の
販
売
に
つ
い
て 

―
―

　

去
る
５
月
２
日
、
国
か
ら
出
荷

制
限
指
示
を
受
け
て
い
る
町
内
産

の
野
生
コ
シ
ア
ブ
ラ
が
、
北
塩
原

村
の
露
店
で
販
売
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
県
は
同
村
の
販
売
責
任

者
に
対
し
て
、
販
売
停
止
と
撤
去

お
よ
び
自
主
回
収
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
も
農
林
産
物
の

販
売
前
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

徹
底
し
て
お
り
、
安
全
・
安
心
の

確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
出
荷
制

限
品
目
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
が

必
要
な
品
目
に
つ
い
て
の
情
報
周

知
を
徹
底
し
、
安
全
・
安
心
の
確

保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

と
に
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
５
・
６
年
生
、
12
人
程

度
を
対
象
と
し
て
受
講
者
を
募
集

し
、
本
町
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
、
地
元
産
業
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
ほ
か
、
会
津
大
学
に
お
い

て
最
先
端
の
技
術
を
学
ぶ
体
験
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
行
う
予

定
で
す
。
今
後
も
本
町
の
未
来
を

担
う
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆  

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
低
所
得
者
に
係
る
軽
減
措
置

の
拡
充
、
税
率
等
の
変
更

◆ 

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
低
所

得
者
の
保
険
料
軽
減
の
強
化

◆ 

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
二

次
）＝
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
の
実
施
に
係
る
経
費
や

採
択
さ
れ
た
国
庫
補
助
事
業

費
な
ど
の
追
加
計
上
に
よ
り

４
２
２
６
万
２
０
０
０
円
を
増
額

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
一
次
）
＝
会
津
医

療
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
る

非
常
勤
医
師
に
係
る
経
費
な
ど

１
３
１
４
万
９
０
０
０
円
の
増
額

◆ 

町
個
別
排
水
処
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
一
次
）
＝
浄

化
槽
整
備
に
係
る
県
補
助
金
が

採
択
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
財

源
調
整

◆ 

町
道
野
沢
中
央
線（
新
町
橋
）橋

梁
補
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
＝
既
設
橋
面
舗
装
の
部
材

な
ど
の
変
更
に
伴
う
工
事
請
負

額
の
減
額

◆ 

通
信
機
器
高
度
化
更
新
工
事
請

負
契
約
の
変
更
契
約
＝
光
通
信

端
末
機
器
の
台
数
増
に
よ
る
工

事
請
負
額
の
増
額

◆ 

財
産
の
取
得
＝
老
朽
化
に
よ
る

除
雪
ド
ー
ザ
１
台
の
更
新

◆ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
へ
の

同
意
＝
髙
橋
誠
さ
ん
（
柴
崎
）

の
任
命
に
同
意

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
緊
急
捕
獲
に
つ

い
て 

―
―

　

今
年
は
例
年
よ
り
も
早
い
ペ
ー

ス
で
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
新
郷
豊
洲
地
内
の
集

落
周
辺
で
は
４
月
下
旬
か
ら
５
月

初
め
に
か
け
て
数
回
の
目
撃
情
報

が
続
い
た
た
め
、
追
い
払
い
を
実

施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
集
落
周
辺
で
ク
マ
の
徘
徊
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
人
的
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
緊
急
的
に
２

頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
鳥
獣
被
害
の
防
止
対

策
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
活
動
は
も

と
よ
り
、
電
気
柵
の
設
置
や
集
落

周
辺
の
環
境
整
備
な
ど
に
よ
る
出

没
抑
制
対
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

西
会
津
こ
ど
も
研
幾
塾
の
開
講
に

つ
い
て 

―
―

　

町
で
は
、「
子
ど
も
の
学
ぶ
力

や
生
き
る
力
の
向
上
」、「
地
域
を

知
り
、
地
域
を
誇
り
に
思
う
子
ど

も
の
育
成
」
を
目
指
し
、
本
町
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
さ
ら
な

る
学
び
の
場
と
し
て
、「
西
会
津

こ
ど
も
研
幾
塾
」
を
開
講
す
る
こ

7　│　Nishiaizu　2019・７



＆＆

基
金
な
ど
か
ら
７
０
０
万
円
を
充
当
し
、
負
担
を
軽
減

国
保
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
同

士
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

町
と
県
が
協
力
し
て
運
営

　

国
民
健
康
保
険
は
国
民
皆
保
険

制
度
の
基
盤
と
な
る
仕
組
み
で
す

が
、「
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
高

い
」「
財
政
基
盤
が
不
安
定
」
と

い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、

昨
年
度
か
ら
は
都
道
府
県
も
市
町

村
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の
保

険
者
と
な
り
、
協
力
し
て
運
営
を

担
い
、
安
定
的
な
財
政
運
営
と
効

率
的
な
事
業
を
図
っ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

■
県
の
役
割

　

県
は
、
市
町
村
か
ら
の
国
保
事

業
費
納
付
金
（
以
下
、
納
付
金
）

や
国
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
全

額
、
各
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
事
務
の
効
率
化

を
図
る
な
ど
、
中
心
的
な
役
割
を

担
い
ま
す
。

■
町
の
役
割

　

こ
れ
ま
で
通
り
、
被
保
険
者

証
（
以
下
、
保
険
証
）
の
交
付
事

務
や
保
険
給
付
な
ど
の
申
請
・
届

出
、
国
保
税
の
課
税
・
徴
収
、
特

定
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
は
、
引

き
続
き
町
役
場
で
行
い
ま
す
。
ま

た
、
国
保
税
な
ど
を
財
源
に
県
へ

納
付
金
を
納
付
し
ま
す
。

税
率
と
税
額
の
算
定

　

国
保
税
は
、
①
国
保
加
入
者
の

グラフ１
1人当たりの医療費の年度推移

   　図１　国保財政運営の役割分担

平成26 平成27 平成28 平成29 平成30

38

35

36

37

34

33

32

31

30

29

325,801円

298,340円

322,721円
町平均

330,323円
337,504円

358,308円

339,151円

県平均

（万円）

341,164円

375,923円

343,537円

325,801円 322,721円

343,537円

医
療
費
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る

「
医
療
分
」、
②
国
全
体
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の
状

況
に
よ
っ
て
決
め
る
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」、
③
国
全
体
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決
め
る

「
介
護
保
険
分
」
の
３
つ
の
区
分

で
必
要
額
を
算
定
し
、
税
率
を
決

定
し
ま
す
。

　

国
保
税
必
要
額
は
、
県
が
各
市

町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
納
付
金

な
ど
の
歳
出
総
額
か
ら
、
国
が
市

町
村
に
交
付
す
る
補
助
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
額
は
、
３
つ
の
区
分

ご
と
に
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

（
世
帯
）
割
の
３
方
式
で
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
県
が
国
保
財
政
の
運
営
主
体

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に

は
県
統
一
に
向
け
た
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
税
率
と

税
額
（
表
１
）

医
療
分
＝
納
付
金
や
保
健
事
業

費
等
か
ら
国
保
税
の
必
要
額
を
算

出
し
、
税
率
を
算
定
し
ま
す
。
被

保
険
者
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

昨
年
度
よ
り
引
き
上
げ
に
な
り
ま

す
が
、
基
金
や
繰
越
金
な
ど
か
ら

減
税
財
源
と
し
て
７
０
０
万
円
を

充
当
し
、
引
き
上
げ
幅
を
抑
え
ま

し
た
。
今
後
も
将
来
的
な
国
保
税

の
県
統
一
化
を
見
据
え
、
計
画
的

に
基
金
を
活
用
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
＝
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
経
費
を
国
全
体
で
賄
う

た
め
、
国
保
で
も
一
定
割
合
を
負

担
し
て
い
ま
す
。
県
が
示
し
た
納

付
金
を
基
に
算
定
し
、
納
付
金
額

の
増
額
な
ど
に
よ
り
引
き
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
分
＝
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
国
保
加
入
者
は
、
介
護
保

険
料
を
国
保
税
と
し
て
納
め
て
い

ま
す
。
県
が
示
し
た
納
付
金
を
基

に
算
定
し
、
被
保
険
者
数
の
減
少

な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
算
定
し

た
結
果
、
昨
年
と
比
較
し
て
、

１
人
当
た
り
の
平
均
負
担
額
は

７
９
４
０
円
、
１
世
帯
当
た
り
の

平
均
負
担
額
は
６
３
７
４
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

国
保
の
医
療
費
の
増
加
（
グ
ラ

フ
１
参
照
）
は
、
国
保
税
額
の
引

き
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
町
で

は
医
療
費
の
増
加
を
抑
え
る
た

め
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向

け
、
各
種
健
（
検
）
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
全

般
に
対
す
る
健
康
意
識
の
向
上
と

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
家
庭
で
の

血
圧
測
定
の
習
慣
化
と
「
健
康

ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
の
取
り
組
み
を

セ
ッ
ト
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
管
理

す
る
」
を
意
識
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
増
進
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

保
険
証
の
更
新

　

８
月
に
保
険
証
の
一
斉
更
新
を

行
い
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、

７
月
末
ま
で
に
各
世
帯
の
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
あ
る
保
険
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
た
ら
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

区分 説明 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 全体の税額に占

める割合

所得割 国保加入者の前年の所得に応じて
計算

6.72㌫
（＋ 0.59㌽）

2.91㌫
（＋ 0.31㌽）

2.76㌫
（＋ 0.42㌽）

49㌫
（0㌽）

均等割 国保加入者一人当たりの負担額 23,000 円
（＋ 1,600 円）

10,000 円
（＋ 900 円）

11,600 円
（＋ 1,000 円）

35㌫
（± 0㌽）

平等割 １世帯当たりの負担額 17,200 円
（＋ 200 円）

7,600 円
（＋ 600 円）

6,000 円
（＋ 400 円）

16㌫
（0㌽）

区分 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 計

1 人当たりの平均負担額 56,734 円
（＋ 3,855 円）

24,304 円
（＋ 2,148 円）

27,570 円
（＋ 1,937 円）

108,608 円
（＋ 7,940 円）

１世帯当たりの平均負担額 89,380 円
（＋ 2,367 円）

38,289 円
（＋ 2,555 円）

31,799 円
（＋ 1,452 円）

159,468 円
（＋ 6,374 円）

表１　令和元年度の税率と税額 ※（　　）内は前年度比

町は加入者から国保税を集め、
県に「納付金」を納めます。

交
付
金

（
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
）

納
付
金

県は市町村の納付金や公費を
財源にして、保険給付に必要
な費用の全額を市町村に交付
します。

県

西会津町 Ａ市町村 Ｂ市町村

〇〇市 〇〇村

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
基
金
な
ど
か
ら
減
税
財
源
を
充
当
し
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
基
金
な
ど
か
ら
減
税
財
源
を
充
当
し
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※今年度、基金と繰越金から 700 万円を充当したことにより、国保税額が１人当たり平均 3,292 円、
１世帯当たり平均 5,185 円、軽減されました。
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　前町消防団長として長年にわたり町民の生命

と安全・安心の確保に尽力した伊藤正
しょういち

市さん（呼

賀）が、令和元年度の春の叙勲で、瑞宝単光章

を受章しました。６月６日、伊藤さんは町長室

を訪れ、薄町長に受章を報告しました。

　伊藤さんは、昭和 48 年に町消防団に入団し、

平成 16 年４月には第 4分団長に就任し、平成

28 年４月から２年間、消防団長を務めました。

伊藤さんは第４分団から初めて町消防団長とな

り、在任中は予防消防などに尽力しました。

伊藤 正市さん 消防団長として町民の生命と安心・安全の確保に尽力

春の叙勲 薄町長に受章を報告

町出身の佐藤悟さんより  町と観光交流協会に  

法被の寄贈をいただきました

起業者や継業者を支援・育成　町の活性化を図る

新たな地域おこし協力隊員が着任

５月 31 日、エスオーインターナショナル株式

会社の佐藤悟代表取締役が町長室を訪れ、町と

にしあいづ観光交流協会へ法被を寄贈しました。

町出身の佐藤さんは、町の宣伝や広報活動に

役立ててほしいと、イベントなどで着用する法

被を町へ 30 着、観光交流協会へ 20 着、寄贈し

ました。

　いただいた特製の法被には町名と町の風光明

媚な景色の写真がプリントされており、町のＰ

Ｒイベントなどで活用されます。

［左下の写真：薄町長へ法被を寄贈する佐藤

悟さん］

　６月４日、新たに地域おこし協力隊員として

着任した横山裕
ゆたか

さん（福島市出身）へ委嘱状の

交付式が行われました。式では、薄町長が横山

さんに委嘱状を交付し、「横山さんの力を思う

存分発揮し、頑張っていただきたい」と訓示し

ました。横山さんは、起業型地域起こし協力隊

員として、町で起業を目指す人などの誘致や育

成・支援などの活動を行います。
横山さんの着任で、町が委嘱する地域おこし協力隊は 10 人
になりました

　先日、東京で念願であった結城美栄子さんにお会

いしてきた。町民の皆さんの中には知っている方も

多いと思いますが、結城さんは、女優で映画やテレ

ビ、舞台で大活躍され、映画では「マルサの女」、「東

京タワー～オカンとボクと、時々オトン～」など、

テレビでは「御宿かわせみ」、「女と味噌汁」など多

くの作品に出演された方である。

　現在は、陶芸作家として人形作品を制作し、国内

はもちろん外国でも陶芸展や陶人形展を開催し活躍

されている。特に、宮沢賢治の作品で「風の又三郎」

や「銀河鉄道の夜」などに登場する人物等の内面を

形にした作品が、幻想的な世界を切り開き、高く評

価されている陶芸作家である。結城さんの案内で、

東京・新宿にあるホテル「パークハイアット東京」

の正面玄関やカフェ、エレベーター内に展示されて

いる作品を拝見してきたが、これまで見たことのな

いすばらしい作品ばかりであった。

　私が、結城さんにお会いしたいと思ったその理由

は、結城さんの父親が奥川の真ヶ沢出身で町とゆ

かりがあり、10 数年前に結城さんの活躍を知って、

国際芸術村と連携したイベントや結城さんの作品展

示を通して、交流人口の拡大や町の活性化に力を貸

していただきたいとの思いからである。結城さんに

お会いし、人口減少や少子高齢化など町の現状や課

題を説明し、ふるさと西会津町への応援をお願いし

たところ、結城さんから、父親のふるさとなので協

力できることがあれば協力したいとのお話をいただ

き、感激と同時に結城さんと良い関係ができるよう

しっかりお付き合いしていかなければと、思いを強

くした。

　また、結城さんとの仲介に力を貸してくれた方は、

なんと新郷の新村出身で結城さんとは大の友達だと

いうことで、不思議な縁を感じてきた。いろいろと

お世話になり、感謝である。

西会津町長

昭和 37年４月２日～昭和 54年４月１日に生まれた男性が対象

風しんの追加的対策のお知らせ
　全国的な風しんの流行を受け、公的な予防接種を

受ける機会がなかった下記の期間に生まれた男性を

対象に、抗体検査および予防接種を実施します。

　妊娠中の女性が風しんに感染すると、出生児が先

天性風しん症候群（眼や耳、心臓に障がいが出るこ

と）になる可能性があります。

　対象の人は、まず抗体検査を受け、十分な抗体価

があるか確認しましょう。

◆対 象 者

　 昭和 37 年４月２日から昭和 54 年４月１日まで

の間に生まれた男性（受検日に町に住所登録があ

る人）

◆受検場所

　◎各医療機関

　 ◎町の働き盛り健診、総合健診（風しん抗体検査

のみの受診はできません）

　 ※職場の健診でも受検できる場合がありますの

で、勤務先へ問い合わせください。

◆ 受検方法

　 町から対象者へお送りするクーポンを持参し、抗

体検査を受けてください。

◆実施期間

　令和４年３月 31 日まで

◆料金 無料

　 ※抗体検査を実施した結果、抗体価が低い人は無

料で予防接種を受けることができますので、不明

な場合は問い合わせください。

＜問い合わせ先＞

　福祉介護課　子育て支援センター

　☎ 45―４３３２

町長コラム その８
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INFORMATION 今月のお知らせ

農
業
用
水
の

適
正
管
理
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

下
水
道
の
適
正

利
用
に
つ
い
て

さ
ゆ
り
公
園

屋
外
プ
ー
ル

７
月
６
日
オ
ー
プ
ン

本
年
５
月
の
降
水
量
は
平
年
と

比
べ
７
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
少
雨
が
続
い
た
場
合
、
農

業
用
水
に
不
足
を
き
た
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
で
協
力
し
、

節
水
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
今
す
ぐ
で
き
る
対
策

◎
集
落
内
（
近
隣
集
落
）
で
時
間

帯
や
取
水
量
に
つ
い
て
ル
ー
ル

を
決
め
て
行
う
。

◎
沢
の
下
流
に
も
水
が
行
き
渡
る

よ
う
に
、
上
流
の
田
に
は
必
要

以
上
の
取
水
は
控
え
る
。

◎
水
の
か
け
流
し
な
ど
、
多
く
の

水
を
必
要
と
す
る
水
管
理
は
控

え
る
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

下
水
道
管
へ
の
異
物
（
布
類
・

油
分
な
ど
）
の
混
入
は
、
下
水
道

処
理
設
備
の
故
障
や
下
水
道
管
が

詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
下
水

道
は
何
も
か
も
流
せ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
処
理
設
備
の
故
障
や
下

水
道
管
の
詰
ま
り
は
、
他
の
利
用

者
へ
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
点

◎
野
菜
く
ず
や
残
飯
、
布
類
（
タ

オ
ル
、
衣
服
な
ど
）
を
流
さ
な

い
。

◎
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
際
は
必
ず

水
に
溶
け
る
紙
を
使
用
す
る
。

◎
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の

廃
油
を
流
さ
な
い
。

◎
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、
シ

ン
ナ
ー
お
よ
び
薬
品
類
は
絶
対

に
流
さ
な
い
。

◎
有
リ
ン
系
の
洗
剤
は
使
用
し
な

い
。

※
排
水
設
備
の
相
談
や
工
事
は
、

町
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
！
今
年
も
、

さ
ゆ
り
公
園
屋
外
プ
ー
ル
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
屋
外
プ
ー
ル
で
泳

ぎ
、
日
頃
の
運
動
不
足
や
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

◆
営
業
期
間

７
月
６
日（
土
）
〜
８
月
25
日

（
日
）

◆
営
業
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
５
時
（
営
業
期
間
・
時
間

は
気
象
条
件
に
よ
り
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

◆
休
業
日

屋
内
・
屋
外
共
に
毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜

日
が
休
業
日
と
な
り
ま
す
。
８
月

13
日
は
営
業
し
ま
す
）

◆
検
定
日

７
月
13
日
、
20
日
、
27
日
、
８

月
３
日
（
午
後
１
時
か
ら
受
付
開

始
、
検
定
マ
ー
ク
代
３
０
０
円
が

必
要
で
す
）

◆
利
用
料
（
夏
季
）

◎
大
人　

３
０
０
円

◎
高
校
生　

２
０
０
円

◎
小
・
中
学
生　

１
０
０
円

※
夏
季
の
利
用
料
は
７
月
６
日
〜

８
月
25
日
ま
で
で
す
。

◆
そ
の
他

屋
内
プ
ー
ル
は
通
年
営
業
し
て

い
ま
す
（
営
業
時
間
は
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
、
午
後
５
時
30
分
〜
９
時
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

さ
ゆ
り
公
園
管
理
棟

　

☎
45
―
４
３
１
７

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
で

は
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生（
男
子
・
女
子
）】

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
募
集

◆
筆
記
試
験
日
・
会
場（
男
女
共
通
）

◎
筆
記
試
験

試
験
日
＝
９
月
21
日（
土
）午
後

会
場
＝
会
津
大
学

◎
口
述
試
験
・
身
体
検
査
（
男
子
）

試
験
日
＝
９
月
29
日
（
日
）　

会
場
＝
郡
山
駐
屯
地

◎
口
述
試
験
・
身
体
検
査
（
女
子
）

試
験
日
＝
９
月
28
日
（
土
）

会
場
＝
郡
山
駐
屯
地

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
限

　

９
月
６
日
（
金
）

◆
試
験
日
・
会
場

◎
１
次
試
験
（
筆
記
）

試
験
日
＝
９
月
21
日（
土
）午
前

会
場
＝
会
津
大
学

自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す

警察官Ｂ（高校卒） 県職員  警察事務（高校卒）

受験資格

昭和 61 年４月２日から平成 14
年４月１日までに生まれた人
※ この期間に生まれた場合であっ
ても、大学を卒業した人または
令和２年３月末日までに大学を
卒業見込みの人は除く

平成 10 年４月２日～平成 14 年
４月１日までに生まれた人
※ この期間に生まれた場合であっ
ても、大学を卒業した人または
令和２年３月末日までに大学を
卒業見込みの人は除く

受付期間 ７月 26 日（金）～８月 23 日（金） ８月１日（木）～８月 23 日（金）

１次試験 ９月 22 日（日） ９月 29 日（日）

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
警
察
本
部　

警
務
課
人
事
係

☎
０
１
２
０
―
２
７
６
―
３
１
４

福
島
県
警
察
官
・

警
察
事
務
の

募
集
に
つ
い
て

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。 以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

視
覚
障
が
い
者

の
教
育
相
談

　

県
立
視
覚
支
援
学
校
で
は
、
疾

病
な
ど
に
よ
る
著
し
い
視
力
低
下

や
視
野
狭
窄
、
視
野
欠
損
な
ど
で

就
学
や
進
学
、
就
労
で
お
困
り
の

人
の
教
育
・
支
援
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

〈
相
談
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
立
視
覚
支
援
学
校

　

☎
０
２
４
―
５
３
４
―
２
５
７
４

◎
２
次
試
験
（
口
述
試
験
・
身
体

検
査
）

　

試
験
日
＝
10
月
13
日（
日
）〜
15

日（
火
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

会
場
＝
郡
山
駐
屯
地

【
航
空
学
生
】

◆
応
募
資
格

海
＝
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人

空
＝
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
限

　

９
月
６
日
（
金
）

◆
試
験
日
・
会
場

◎
１
次
試
験
（
筆
記
）

試
験
日
＝
９
月
16
日
（
月
・
祝
）

会
場
＝
郡
山
駐
屯
地

※
航
空
学
生
の
１
次
試
験
合
格
者

の
２
次
試
験
に
つ
い
て
は
後
日

通
知
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
・

会
津
若
松
出
張
所

　

☎
０
２
４
２
―
27
―
６
７
２
４

　

県
警
察
本
部
で
は
、
警
察
官
、

警
察
事
務
（
県
職
員
）
を
下
記
の

お知らせ
INFORMATION

◆
第
37
回
在
京
西
会
津
会   

講
演

　

演
題

　
「
奥
川
の
再
発
見
〜
宮
城
家
の

　

人
々
を
中
心
と
し
て
〜
」

　

講
師　

田
﨑
公
司
氏

◆
マ
イ
ビ
デ
オ
募
集
中
！

　

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
や
地
域
の
話
題

な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

７
月
の
放
送
案
内
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今月のお知らせ

オ

ー

プ

ン

キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
募
集

◆
会
場

　

ニ
チ
イ
学
館　

門
田
教
室

◆
内
容

　

講
義
お
よ
び
実
技
で
「
寄
り
添

い
方
」
に
つ
い
て
学
ぶ

◆
募
集
期
間

　

７
月
22
日
（
月
）
〜
９
月
４
日

（
水
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

連
合
会

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
６
０
８
１

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
で
は

学
校
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
中

学
生
や
高
校
生
を
始
め
、
す
で
に

働
い
て
い
る
人
や
現
場
で
即
戦
力

と
し
て
働
く
た
め
に
勉
強
し
た
い

人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
日

　

７
月
20
日
（
土
）、
８
月
４
日

（
日
）、
９
月
１
日
（
日
）

各
日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

　

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
、
55
歳
以
上
の
人
を
対

象
と
し
た
就
職
支
援
を
左
記
の
と

お
り
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
清
掃
業
務
職
場
体
験
・
見
学
】

◆
日
程

　

９
月
４
日
（
水
）
〜
６
日
（
金
）、

同
10
日
（
火
）
〜
11
日
（
水
）

※
右
記
の
い
ず
れ
か
１
日
を
選
択

◆
定
員　

　

１
回
に
つ
き
５
人
ま
で

◆
会
場

　

会
津
若
松
市
内

◆
内
容

　

正
し
い
清
掃
法
の
体
験
と
見
学

◆
募
集
期
間

　

７
月
16
日
（
火
）
〜
８
月
21
日

（
水
）

【
介
護
補
助
講
習
】

◆
日
程

　

９
月
13
日
（
金
）
〜
９
月
27
日

（
金
）
の
う
ち
９
日
間

◆
定
員

10
人 55

歳
以
上
の
人

の
就
職
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す

◆
実
施
内
容

　

校
・
科
概
要
説
明
、
施
設
見
学
、

体
験
授
業
、
個
別
相
談
、
学
生
交

流
、
学
生
寮
見
学

◆
場
所

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

◆
申
込
方
法

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　

☎
０
２
４
１
―
27
―
３
２
２
１

有
料
広
告
を
募
集
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
広
報
紙
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
規
格

◎
半
枠
＝
縦
４
㌢
×
横
８
・
５
㌢

◎
全
枠
＝
縦
４
㌢
×
横
１
７
・
５
㌢

◆
広
告
掲
載
料
（
１
カ
月
）

◎
町
内
企
業
・
団
体
・
個
人

　

半
枠
＝
５
，
０
０
０
円

　

全
枠
＝
１
０
，
０
０
０
円

◎
町
外
企
業
・
団
体
・
個
人

　

半
枠
＝
７
，
５
０
０
円

　

全
枠
＝
１
５
，
０
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

企
画
情
報
課　

情
報
政
策
係

　

☎
45
―
４
５
３
６

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

ま
ち
の
花　

オ
ト
メ
ユ
リ

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
主
催

に
よ
り
、
猫
の
飼
い
方
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

猫
の
飼
い
方
で
相
談
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
申

し
込
み
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
猫
の
持
ち
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

◆
開
催
日
時

　

７
月
24
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
会
場

　

町
役
場　

３
階
大
会
議
室

※
申
し
込
み
は
、
前
日
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

会
津
支
所

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
５
１
７

猫
の
飼
い
方

講

習

会

を

開
催
し
ま
す

ユ
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「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

予
防
は
「
小
ま
め
な
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

予
防
は
「
小
ま
め
な
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！！

　

熱
中
症
は
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
最
も
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
、

病
気
の
人
な
ど
は
特
に
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
、
重
症
に
な
る
と
死
に
至
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
予
防
が
で
き
ま
す
。
紹
介
す
る
予
防
法
を
実
践
し
、
熱
中
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
な
ぜ
起
き
る
？

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

下
で
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く

働
か
な
く
な
り
、
体
内
の
水
分
と

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
に
な
る
と
、
め
ま
い
や

頭
痛
、
け
い
れ
ん
、
意
識
障
害
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

◆
体
に
熱
が
こ
も
り

　

水
分
と
塩
分
が
失
わ
れ
る

　

私
た
ち
の
体
の
中
で
は
常
に
熱

が
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
熱
を
体

の
外
に
逃
が

す
こ
と
で
、
体

温
は
適
温
に

保
た
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
運
動
な
ど
で
体
温
が

上
が
る
と
、
体
の
表
面
（
皮
膚
の

下
）
に
流
れ
る
血
液
の
量
が
増

え
、
血
液
か
ら
作
ら
れ
た
汗
が
皮

膚
か
ら
蒸
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、

体
内
の
熱
を
逃
が
し
、
体
温
を
下

げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
に
暑
い
環
境

に
長
く
い
る
と
、
こ
の
体
温
調
節

機
能
が
乱
れ
、
熱
の
放
出
が
行
わ

れ
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も

り
体
温
が
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、

大
量
に
汗
を
か
く
こ
と
で
体
内
の

水
分
と
塩
分
が
失
わ
れ
、
体
液
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
筋
肉
や
血
流
、
神

経
な
ど
、
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分

に
影
響
が
及
び
、
熱
中
症
の
症
状

が
現
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

熱
中
症
の
主
な
症
状

分類 重症度 主な症状

Ⅰ度
軽症
現場での応急処置が可能

めまい、たちくらみ、
筋肉のこむら返り（硬直）

Ⅱ度
中等症
病院への搬送が必要

頭痛、吐き気、だるさ、
体がぐったりする

Ⅲ度
重症
入院・集中治療が必要

意識がなくなる、けい
れん、呼びかけへの反
応がおかしい、歩けな
い、高体温（熱射病）

熱
中
症
を
防
ぐ
に
は

①
小
ま
め
な
水
分
補
給

体
温
を
下
げ
る
た
め
に
は
、

し
っ
か
り
と
汗
を
か
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
汗
は
血
液
中
の
水
分

と
塩
分
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
た

め
、
水
分
と
塩
分
を
適
切
に
補
給

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
水
分
補
給
を
習
慣
化
す
る

水
分
は
喉
の
渇
き
を
感
じ
る

前
に
小
ま
め
に
取
る
よ
う
に
し
、

朝
・
昼
・
晩
や
入
浴
の
前
後
、
就

寝
前
な
ど
に
時
間
を
決
め
て
取

る
な
ど
、
習
慣
化
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

水
分
は
、
１
日
に
最
低
で
も

１
・
２
㍑
程
度
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
湯
飲
み
茶
わ
ん
に
換
算
す

る
と
10
杯
程
度
で
す
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を
増
や

し
、
体
内
の
水
分
を
排
出
し
て
し

ま
う
た
め
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル

コ
ー
ル
で
は
水
分
補
給
は
で
き
ま

せ
ん
。

②
暑
さ
を
避
け
る

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
な
ど
を
適

切
（
設
定
温
度
25
度
〜
27
度
、
湿

度
50
〜
60
％
）
に
使
い
、
暑
さ
を

避
け
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
は
室
内
で
も
起
こ
り
ま

す
。
温
暖
化
の
影
響
で
平
均
気
温

が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
我
慢
せ

ず
に
冷
房
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
気
温
が
高
く
な
く
て

も
、
湿
度
が
高
い
場
合
は
汗
が
蒸

発
し
に
く
く
、
体
温
が
下
が
り
づ

ら
く
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で

す
。

◆
高
齢
者
や
乳
幼
児
は
注
意

　

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
、
体
温
調

節
機
能
の
衰
え
や
未
熟
さ
に
よ
り

熱
が
体
内
に
こ
も
り
や
す
く
、
暑

さ
も
自
覚
し
に
く
い
こ
と
も
あ
る

た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

小
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
、

暑
さ
を
避
け
、
夏
を
元
気
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！
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作品名　
　ベスト３点、エプロンドレス、スカーフ、浴衣

で作った湯あがりパンツ、マント（小）、ネック

レス、花かご（アヤメ、ハス、モチ花、花ブロー

チ）、カバン４点

作品作りを振り返って
　私は、手作りすることが大好きで、手芸友の会

に入会してから、多くの作品を作ってきました。

今回の作品では棒針編みのベストが一番難しかっ

たです。何度も編み直して、ようやく出来上がり

ました。また、若いときに製作途中だったロング

スカートをエプロンドレスに作り変えました。

　作品を作ることがとても楽しみで、作業中は心

が和みます。これからもいろいろな作品を作り続

けていきたいです。

今月は、
薄　三惠子さん（平明）の作品です。

町民ギャラリー　手芸友の会町民ギャラリー　手芸友の会

『「感情の老化」を
防ぐ本』

和田秀樹［著］
朝日新聞出版

『誰が世界を支配しているのか？』
ノーム・チョムスキー［著］
双葉社

『シーソーモンスター』
伊坂幸太郎［著］
中央公論新社

『マジカルグランマ』
柚木麻子［著］
朝日新聞出版

『苔で楽しむテラリウム』
富沢直人［著］
エムピージェー

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

高齢になっても、知力
や体力は意外と衰えませ
ん。それよりも問題なの
は、感情のコントロール
がうまくいかなくなり、
自発性や意欲が失われて

いくことです。この「感情の老化」が原因となり、
心も体も見た目も一気に老け込んでしまいます。
　「感情の老化」こそが老化の元凶です。感情の老
化が始まる40～50代の人は、そう肝に銘じて、
感情の老化の実態を理解し、感情年齢を若々しく保
つ習慣を一つでも覚えて実行していただければ幸い
です。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

　

５
月
11
日
と
12
日
の
両
日
、「
春
の
野
草
展
」
が
町
公
民
館
で
開
か
れ
、

今
年
も
野
草
愛
好
会
会
員
や
町
内
の
愛
好
家
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
キ

バ
ナ
ホ
ウ
チ
ャ
ク
ソ
ウ
や
オ
キ
ナ
グ
サ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
な
ど
１
６
３
鉢

の
さ
ま
ざ
ま
な
野
草
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
発
表
会
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
野
草
展
に
は
、
町

内
外
か
ら
約
１
０
０
人
の
野
草
愛
好
家
ら
が
訪
れ
、
紫
や
黄
色
、
白
な
ど

の
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
た
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
会
場
に
設
け
ら
れ
た
コ
ケ
玉
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
、
来
場

者
ら
が
コ
ケ
玉
を
楽
し
み
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
な
ど
１
６
３
点
の
野
草
作
品
ず
ら
り

公
民
館
で
『
春
の
野
草
展
』
開
催

尾
野
本
地
区
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

群
岡
地
区
親
善

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
47
回
尾
野
本
地
区
町
民
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
６
月
２

日
、
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
、
晴
天
の
下
、
一

般
の
部
・
女
性
の
部
・
混
合
の

部
、
合
わ
せ
て
16
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
総
勢
約
１
５
０
人
の
老

若
男
女
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

総
合
優
勝

縄
沢
チ
ー
ム

一
般
の
部
優
勝　

縄
沢
チ
ー
ム

女
性
の
部
優
勝　

森
野
チ
ー
ム

混
合
の
部
優
勝　

縄
沢
チ
ー
ム

　

尾
野
本
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
と
同
日
、
す
ぱ
ー
く
西
会

津
で
は
第
34
回
群
岡
地
区
親
善

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
上
野
尻
・
下
野
尻
・
宝
川

の
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
各
地
区
で
練
習

を
行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
練

習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝　

上
野
尻
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

下
野
尻
Ｃ
チ
ー
ム

第
３
位　

上
野
尻
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

下
野
尻
Ａ
チ
ー
ム

↑オキナグサ

↑コケ玉作り体験コーナー ↑コケ玉 ↑ 163 鉢の作品が並びました

↑ユキモチソウ ↑クマガイソウ

↑オトメアサギリソウ
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「とっておきの家族！」
家族のために辛いことも、

きついことも乗り越えられ

る。

家族の笑顔のために、今日

も父ちゃん頑張るぜ！！

福島県泉崎村出身。26歳。福島

大学卒。平成 31 年４月から会

津張り子担当地域おこし協力隊

員。張り子の製作や商品の PR

に取り組む。

青年部の活動、またよ

ろしく！

◆趣味は？

　ソロツーリング

◆熱中していることは？

　 草刈。何も考えず、夢中に

なれる

◆自分を一言で表現すると？

　まじめ

◆これからやってみたいことは？

　 ばあさんの畑で野菜をつく

りたい

中
なかはた

畑 和
わ か な

香奈 隊員

新
しんじょう

城 繁
しげまさ

昌さん［芝草］ 

齋藤　幸英さん（６月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆私の夢――

　  　僕は将来、判断力のある大人になりたいで

す。なぜかというと、大人になった時にどち

らかを選択しなければ何かを失うという重要

な事が必ずあると思うからです。このような

時に結局どちらも選択できず、大きな後悔を

するということをしたくないので、しっかり

とその時に応じた最善策を選択できる判断力

のある人になりたいです。

◆努力していること――

　  　普段の生活の中での小さなもめ事などで、

互いに何が悪かったのかなどを一度冷静に

なって考えたりするようにしています。

◆未来の自分に一言――

　  　自分の考えをもって、しっかりと物事の判

断ができていますか？ストレスがたまる時

だってありますよね。たまには、サッカーな

どで体を動かして、息抜きをしてください。

無理はするなよ。

　［３年・サッカー部  部長 ］

塚
つかはら

原 健
け ん と

翔 さん

聞いて！わたしの夢
■ まちの人口

　　　　 　６月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　６，２４１人　　 （－１５人）

男 　 　３，００８人　　 （－　９人）

女 　 　３，２３３人　　 （－　６人）

世　帯　 　２，６３２世帯　　 （＋　２世帯）

■お誕生おめでとう

田口　心
みこ と

琴ちゃん　　諒・梨花　中町

曾根　未
み さ き

紗希ちゃん　龍太郎・恵理香  楢木平

■ご結婚おめでとう

武藤　昭　　　　　　　　　　 柴崎

レラ フェルナンデス ラクエル　　フィリピン

■お悔やみ申し上げます

鈴木　ミツキ（93）　裕司　 母 　８町内

伊藤　ミツ　（95）　康広 祖母　堀越

河瀬　主税　（95）　博雅　 父 　萱本

青津　正義　（82）　 仁 父 　縄沢

齋藤　ミユキ（97）　利男 母 　上野尻４

貝沼　正男　（87）　正美　 父 　上野尻５  

羽下　美智子（81）　 敏 母 　徳沢

長谷沼サヨ子（98）　喜一 母 　高目

田澤　孝博　（70）　孝学　 父 　呼賀

鈴木　六夫　（68）　貴裕　 父 　滑沢

五十嵐　ユウ（80）　禎一　 母 　滝坂

小柴　利光　（78）　弘二　 父 　戸中

長谷川キヨノ（90）　信人　 母 　出戸

五十嵐　一夫（84）　博徳　 父 　中ノ沢

戸籍の窓口   
（５月受け付け分）

は
じ
め
ま
し
て
「
西
会
津
」

　

西
会
津
の
み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
の

４
月
よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
会
津
張
り
子
担
当

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
中
畑
で
す
。
会
津
の
も
の
づ

く
り
の
お
も
し
ろ
さ
に
惹
か
れ
、
ご
縁
が
あ
っ
て
野

沢
民
芸
に
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
民
芸

品
の
仕
事
に
慣
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
赤
ベ
こ
や
小

法
師
、
そ
し
て
産
地
で
あ
る
西
会
津
の
良
さ
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
西
会
津
の
生
活
や
風
景
を
絵
に
描
い
て
い

ま
す
。
劇
的
に
変
化
す
る
山
の
景
色
や
山
間
部
の
集

落
、
地
元
の
人
の
お
い
し
い
手
料
理
な
ど
、
平
地
育

ち
の
私
に
と
っ
て
は
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
、
そ
れ
を

自
分
な
り
に
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
普
段
か

ら
目
に
し
て
い
る
当
た
り
前
の
景
色
の
良
さ
を
地
域

の
皆
様
に
再
発
見
し
て
も
ら
え
る
作
品
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
町
内
を
彷
徨
い
な
が
ら
印
象
深
い

景
色
を
探
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
素
敵
な
景
色
が
あ

り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
！

◆特技は？

青年部の味噌ラーメン作り

◆あなたのモットーは？

為せば成る

◆最近感動したことは？

息子の七五三の記念撮影に行

き、大きく成長してくれた

ことに感動。これからも元気

いっぱい育ってほしい
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　泥浮山の東、柳津町との境界に

「一
いっかんしみず

貫清水」があります。この清水には

次のような話が伝わっています。

　昔、何人かの旅人がのどの渇きに苦し

み、一貫の銭を出してでも水を飲みたい

と願ったところ、たちまち清水が湧き出

しました。旅人はその水でのどを潤し、

この銭を清水のあたりに置いていきまし

た。柳津に泊まった旅人からこの話を聞

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その27その27

「一貫清水」のいわれ

広報にしあいづ №729 令和元年７月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：折笠  匡
ただす

さん

一貫清水一貫清水

当時の越後街道当時の越後街道

磐越自動車道磐越自動車道

国道49号国道49号

国道459号国道459号

牛海牛海

国道400号国道400号

阿賀川阿賀川

いた宿の奉公人が、この銭欲しさに清水に行き、手をかけようとした時、銭が蛇と化し、土の中へ

入っていきました。そのため、この清水は ｢一貫清水｣ と呼ばれるようになりました。

　なお、一貫清水のある道はその昔、越後街道でした。泥浮山の元肝煎（現伊藤光希家）が会津藩

に提出した書状「地誌書上」によると、太古の昔、野沢と尾野本の一部には「牛海」という大きな

水
みずうみ

海（湖）があり、尾
お と

登（今の尾登）、喉
のどじり

尻（今の野尻）、両又（今の四岐）、牛
うしのお

尾（今の牛尾）、

船
ふなつなぎさわ

繋沢（今の縄沢）には舟着き場がありました。若松城下に上る近道として、四岐の近くにある如

今  

月  

の  

表  

紙

　
「
弥や

さ
く作

の
滝
」。
大
山
祇
神
社
御

本
社
へ
の
参
道
入
口
か
ら
約
２
㌔

ほ
ど
歩
く
と
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の

手
前
に
は
「
不
動
滝
」
も
あ
り
ま

す
。

（
５
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

広
報
紙
の
担
当
と
な
り
約
３
カ

月
が
過
ぎ
、
記
事
の
執
筆
や
締
め

切
り
に
追
わ
れ
る
苦
し
い
毎
日
で

す
が
、
そ
れ
で
も
取
材
で
訪
れ
る

イ
ベ
ン
ト
は
毎
回
楽
し
み
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
や
発
見
が
あ

り
ま
す
。
先
日
初
め
て
参
加
し
た

大
山
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
で
も
、
心

惹
か
れ
る
景
色
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
特
に
「
弥
作
の
滝
」
に

は
一
目
惚
れ
で
し
た
。
一
緒
に

散
策
し
て
い
た
知
人
と
滝
の
前
ま

で
行
き
、
緑
に
包
ま
れ
た
静
寂
の

中
、
３
人
で
し
ば
ら
く
時
間
が
経

つ
の
を
忘
れ
、
見
と
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
西
会
津
に
は
絶
景
や
癒

し
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
新
た
な
絶
景
と
の
巡
り

会
い
が
楽
し
み
で
す
。（
大
堀
）

法寺から舟で牛尾、縄沢に乗り付け、陸路で泥浮山と一貫清水を

過ぎ揚川（阿賀川）の渡し船に乗り、柳津を通り、若松城下に上

るとの記載があります。

　その後、「牛海」の水は銚子ノ口の地割れでなくなり、野沢本町・

原町などができ、やがて駅所になりました。慶長大地震で被害が

あった若松城の普請で大木材を運搬する際、一貫清水を通る泥浮

山→柳津ルートが難所のため、安座の肝煎二瓶七左衛門の考えで、

束松峠の道を開き大材木を運んだことから、この束松峠を通る

ルートが今日の「越後街道」となりました。

現在の一貫清水
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